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「
令
和
の
伊
能
大
図
」

増

山

雄

三

別

稿

の

「

日

本

地

図

を

初

め

て

作

っ

た

人

」

で

記

し

た

よ

う

に

、

「

伊

能

忠

敬

」

と

そ

の

測

量

隊

に

よ

る

計

十

回

に

わ

た

る

測

量

の

成

果

は

、

忠

敬

死

後

の

一

八

二

一

年

、

伊

能

図

の

最

終

版

と

も

い

え

る

「

大

日

本

沿

海

奥

地

全

図

」

に

ま

と

め

ら

れ

、

そ

れ

が

幕

府

に

献

上

さ

れ

た

。

そ

の

完

成

か

ら

、

二

百

年

た

っ

た

節

目

の

年

で

あ

る

ニ

○

二

一

年

を

前

に

、

現

代

の

コ

ン

ピ

ュ

ー

タ

ー

技

術

を

使

っ

て

、

こ

の

伊

能

図

を

最

良

の

形

で

蘇

ら

せ

よ

う

と

す

る

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

の

、

「

令

和

の

伊

能

大

図

」

が

産

声

を

上

げ

た

が

、

そ

れ

は

、

半

世

紀

に

亘

り

伊

能

忠

敬

研

究

を

し

て

き

た

、

「

令

和

の

伊

能

大

図

を

つ

く

る

会

」

代

表

の

「

渡

辺

一

郎

さ

ん

」

が

音

頭

を

と

り

、

「

百

年

や

二

百

年

の

批

判

に

も

耐

え

る

も

の

に

し

た

い

」

と

た

て

上

げ

た

も

の

だ

。

こ

の

「

大

日

本

沿

海

奥

地

全

図

」

は

、

二

百

十

四
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枚

の

「

大

図

」

と

八

枚

の

「

中

図

」
、

そ

れ

に

三

枚

の

「

小

図

」

か

ら

な

っ

て

い

て

、

忠

敬

の

弟

子

た

ち

に

よ

り

幕

府

に

献

上

さ

れ

た

原

本

は

、

将

軍

の

「

紅

葉

山

文

庫

」

に

収

め

ら

れ

た

も

の

の

、

一

八

七

三

年

に

皇

居

の

火

災

で

焼

失

し

て

し

ま

い

、

ま

た

、

伊

能

家

か

ら

明

治

政

府

に

献

納

さ

れ

た

控

図

も

、

一

九

二

三

年

の

関

東

大

震

災

で

保

管

先

の

東

京

帝

国

大

図

書

館

が

焼

け

、

こ

れ

も

失

わ

れ

て

し

ま

っ

た

。

し

か

し

、

大

図

を

模

写

し

た

伊

能

図

は

幾

つ

か

残

っ

て

い

て

、

一

つ

は

、

明

治

初

期

に

東

北

南

部

か

ら

甲

信

越

と

静

岡

東

部

を

カ

バ

ー

し

た

控

図

か

ら

模

写

さ

れ

た

あ

と

、

国

会

図

書

館

に

移

管

さ

れ

た

「

国

会

大

図

」

と

い

う

、

四

十

三

枚

が

残

っ

て

い

る

、

あ

と

一

つ

が

、

渡

辺

さ

ん

が

二

○

○

一

年

に

、

ワ

シ

ン

ト

ン

に

あ

る

「

米

国

議

会

図

書

館

」

で

発

見

し

た

二

百

七

枚

の

「

ア

メ

リ

カ

大

図

」

で

、

そ

れ

は

、

国

土

地

理

院

前

身

の

旧

陸

軍

測

量

部

門

に

よ

り

、

明

治

の

初

め

に

控

図

か

ら

写

さ

れ

た

も

の

が

、

何

ら

か

ら

の

径

路

を

へ

て

太

平

洋

を

渡

っ

た

も

の

だ

。

た

だ

こ

の

よ

う

な

「

模

写

図

」

に

は

欠

点

も

少

な
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く

な

く

、

伊

能

図

研

究

を

大

き

く

前

進

さ

せ

た

「

ア

メ

リ

カ

大

図

」

は

、

日

本

列

島

を

ほ

ぼ

網

羅

し

、

地

名

も

比

較

的

克

明

に

記

し

て

い

る

も

の

の

、

風

景

は

無

着

色

で

富

士

山

も

簡

略

化

さ

れ

、

家

並

み

も

黒

い

点

が

並

ぶ

の

み

で

、

一

方

、

「

国

会

大

図

」

も

山

や

街

道

筋

が

描

か

れ

る

が

、

地

形

や

地

名

が

曖

昧

だ

。

そ

こ

で

、

「

令

和

の

伊

能

大

図

」

で

は

、

ア

メ

リ

カ

大

図

を

基

本

図

と

し

な

が

ら

、

国

会

大

図

や

十

五

年

前

に

海

上

保

安

庁

で

発

見

さ

れ

た

「

海

保

大

図

」

を

参

考

に

し

、

地

名

や

領

主

名

に

道

路

や

側

線

と

と

も

に

、

湖

沼

や

海

岸

線

を

見

直

し

、

正

確

さ

を

期

し

て

工

夫

し

た

も

の

に

し

て

い

る

。

そ

れ

に

彩

色

は

、

国

会

大

図

は

も

と

よ

り

、

平

戸

や

壱

岐

そ

れ

に

長

崎

の

一

部

が

美

し

く

記

録

さ

れ

て

い

る

「

平

戸

大

図

」

を

模

し

て

、

山

の

景

色

も

描

き

直

す

と

い

い

、

そ

の

作

業

に

は

コ

ン

ピ

ュ

ー

タ

ー

を

使

い

、

大

図

の

仕

上

げ

サ

イ

ズ

は

、

一

枚

が

一

畳

ほ

ど

の

原

寸

大

の

も

の

に

な

っ

て

い

る

。

ま

ず

は

二

年

後

を

目

途

に

、

東

京

周

辺

か

ら

神

戸

付

近

ま

で

を

対

象

に

、

大

図

の

約

三

十

五

枚

を

製

作
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し

、

約

十

年

か

け

て

全

国

の

大

図

を

揃

え

た

い

と

し

て

い

て

、

完

成

の

あ

か

つ

き

に

は

、

忠

敬

が

測

量

の

旅

に

出

る

前

に

訪

れ

て

縁

が

深

い

、

東

京

江

東

区

に

あ

る

「

富

岡

八

幡

宮

」

に

奉

納

し

、

そ

こ

の

資

料

館

で

公

開

さ

れ

る

予

定

に

な

っ

て

い

る

。

令

和

二

年

六

月


